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は
じ
め
に

　

青
森
県
史
の
編
纂
が
始
ま
っ
て
二
二
年
の
歳
月
を
経
て
、
多
大
な
精
力
を
注
ぎ
、

膨
大
な
量
の
調
査
、
研
究
資
料
を
緻
密
で
的
確
に
収
集
、
解
説
し
た
資
料
編
の
刊
行

が
完
了
し
、
そ
れ
ら
の
史
資
料
を
駆
使
し
て
『
青
森
県
史　

通
史
編
１　

原
始
・
古

代
・
中
世
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
本
書
は
、「
歴
史
」
の
難
解
な
専
門
語
を
分
り
易
く

説
明
し
つ
つ
、
整
っ
た
、
簡
潔
な
文
章
で
綴
ら
れ
て
い
る
。
近
年
刊
行
さ
れ
た
自
治

体
史
と
し
て
は
卓
越
し
て
お
り
、
歴
史
好
き
な
読
者
の
知
的
好
奇
心
に
応
え
る
ば
か

り
で
な
く
、
中
学
、
高
校
生
、
大
学
生
や
歴
史
研
究
者
に
と
っ
て
の
得
難
い
好
著
で

あ
る
。
通
史
2
と
3
が
対
象
と
す
る
時
代
が
合
計
約
四
〇
〇
年
間
な
の
に
対
し
て
、

本
書
は
旧
石
器
時
代
か
ら
中
世
の
終
わ
り
ま
で
そ
の
七
〇
倍
近
く
も
の
時
代
を
対
象

と
す
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
な
か
で
も
最
も
長
く
続
い
た
狩
猟
・
採
集
社
会
で
あ
る
旧

石
器
時
代
か
ら
縄
文
時
代
に
関
す
る
記
述
（
第
一
章
・
第
二
章
）
に
つ
い
て
所
見
を

述
べ
た
い
。

一　

第
一
章
「
狩
人
の
時
代
」

　

青
森
県
で
は
三
〇
ヶ
所
を
超
す
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
う
ち
精
査
さ
れ
て
い
る
の
は
、
外
ヶ
浜
町
史
跡
大
平
山
元
遺
跡
な
ど
六
遺
跡
に
と

『
青
森
県
史　
通
史
編
１　
原
始
・
古
代
・
中
世
』（
原
始
〜
縄
文
）

須
藤　
　

隆

ど
ま
る
と
い
う
。
大
平
山
元
遺
跡
で
は
、
長
者
久
保
、
神
子
柴
遺
跡
や
渡
島
半
島
の

モ
サ
ン
ル
遺
跡
な
ど
か
ら
出
土
し
た
石
器
群
と
の
関
係
性
の
追
求
と
い
う
重
要
な
課

題
が
あ
り
、
さ
ら
な
る
探
究
が
期
待
さ
れ
る
。
東
通
村
尻
労
安
部
洞
窟
の
調
査
は
、

物
質
文
化
と
動
物
遺
存
体
の
共
伴
関
係
の
研
究
の
あ
ら
た
な
動
向
の
契
機
と
な
る
と

考
え
る
。
田
向
冷
水
遺
跡
で
は
、
深
さ
二
メ
ー
ト
ル
を
超
す
火
山
灰
堆
積
層
を
掘
り

下
げ
、
十
和
田
八
戸
火
山
灰
の
下
、
高
舘
火
山
灰
の
上
か
ら
層
位
的
に
約
二
万
点
の

後
期
石
器
が
九
ヶ
所
の
集
中
で
検
出
さ
れ
て
い
る
。
厚
い
火
山
灰
堆
積
層
を
下
げ
、

層
位
的
、
面
的
に
精
査
し
た
努
力
を
高
く
評
価
し
た
い
。

　

青
森
県
に
は
多
く
の
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
が
分
布
し
、
最
近
の
画
期
的
調
査
、
研

究
動
向
か
ら
、
今
後
の
飛
躍
的
進
展
が
期
待
さ
れ
る
。

二　

第
二
章
「
縄
文
の
か
が
や
き
」

　

地
質
学
的
に
は
約
一
万
一
千
年
前
に
完
新
世
が
始
ま
る
が
、
す
で
に
約
一
万
六
千

年
前
の
史
跡
大
平
山
元
Ⅰ
遺
跡
か
ら
、
神
子
柴
・
長
者
久
保
石
器
群
に
と
も
な
っ

て
、
無
文
土
器
と
石
鏃
が
出
土
し
て
い
る
と
い
う
。
土
器
の
形
態
は
、
か
つ
て
伊
東

信
雄
東
北
大
学
教
授
が
調
査
し
た
サ
ハ
リ
ン
乙
名
丘
遺
跡
で
有
舌
尖
頭
器
、
局
部
磨

製
石

群
と
と
も
に
出
土
し
た
「
宗
仁
式
土
器
」
の
よ
う
に
平
底
、
角
底
（
鉢
）
で

あ
る
。
大
平
山
元
Ⅰ
遺
跡
出
土
土
器
は
、
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
後
野
遺
跡
出
土
無

文
土
器
と
と
も
に
日
本
最
古
の
土
器
群
と
さ
れ
て
い
る
。

　

大
形
局
部
磨
製
石

と
石
鏃
が
こ
の
無
文
土
器
に
共
伴
す
る
こ
と
か
ら
、
更
新
世

最
終
末
の
寒
冷
期
に
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
、
ウ
サ
ギ
な
ど
小
型
獣
を
狩
る
弓
矢
を
使
用

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
意
義
は
大
き
い
。
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氷
河
時
代
最
終
末
頃
、
約
一
万
五
千
年
前
の
十
和
田
八
戸
火
山
灰
に
覆
わ
れ
た
縄

文
草
創
期
の
大
矢
沢
野
田
埋
没
林
は
、
当
時
の
自
然
環
境
を
空
間
的
ひ
ろ
が
り
で
理

解
で
き
る
点
で
重
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
空
間
に
焚
火
痕
、
獲
物
の
解
体
骨
、
道
具

で
あ
る
石
器
と
い
っ
た
人
間
活
動
の
痕
跡
が
検
出
さ
れ
る
幸
運
が
あ
れ
ば
、
人
と
自

然
と
の
か
か
わ
り
の
理
解
が
大
き
く
深
め
ら
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。
そ
の
た
め

に
は
多
大
な
努
力
と
現
状
を
の
り
こ
え
る
探
究
心
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

八
戸
市
の
櫛
引
遺
跡
で
は
多
縄
文
土
器
期
の
竪
穴
住
居
跡
と
土
坑
が
調
査
さ
れ
、

縄
文
人
の
定
住
生
活
の
形
成
過
程
を
理
解
す
る
う
え
で
重
要
な
手
掛
か
り
が
得
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
時
期
に
、
土
器
や
加
熱
し
た
石
で
捕
獲
、
採
取
し
た
動
物
、
植
物
質

食
料
な
ど
を
蒸
し
焼
き
、
煮
沸
す
る
よ
う
に
な
り
、
大
き
く
生
活
の
変
化
が
進
ん
だ

と
指
摘
す
る
。

　

縄
文
時
代
の
自
然
環
境
に
つ
い
て
は
、
一
万
二
千
年
前
頃
か
ら
の
温
暖
化
で
東
北

北
部
で
は
コ
ナ
ラ
属
類
を
主
体
と
す
る
冷
帯
落
葉
広
葉
樹
林
が
拡
大
、
さ
ら
に
九
千

年
前
頃
か
ら
日
本
海
に
暖
流
が
北
上
す
る
こ
と
で
ブ
ナ
・
ナ
ラ
林
が
拡
大
し
、
ク
リ
、

ト
チ
の
実
、
ド
ン
グ
リ
類
な
ど
の
堅
果
類
が
縄
文
人
の
定
住
化
を
確
立
さ
せ
た
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
九
千
年
前
頃
か
ら
は
縄
文
海
進
が
始
ま
り
、
七
千
年
前
頃
に
ピ
ー

ク
に
達
し
た
。
ま
た
黒
潮
が
七
千
年
前
頃
に
は
三
陸
沖
ま
で
北
上
し
た
と
い
う
。
古

十
三
湊
湾
、
古
小
川
原
湖
周
辺
に
貝
塚
が
発
達
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
約
一
万

三
千
〜
一
万
年
前
に
十
和
田
二
ノ
倉
火
山
灰
、
八
千
六
百
年
前
頃
に
十
和
田
南
部
火

山
灰
、
六
千
二
百
年
前
頃
に
十
和
田
中
掫
火
山
灰
が
降
下
し
、
周
辺
の
人
間
活
動
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
と
も
に
、
考
古
学
的
に
は
重
要
な
キ
ー
層
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
一
節
「
縄
文
文
化
の
特
色
」
で
は
、
西
田
正
規
の
論
じ
る
「
小
規
模
な
集
落
を

形
成
し
た
こ
の
縄
文
社
会
は
、
生
業
に
関
す
る
基
本
的
道
具
や
技
術
、
集
落
規
模
を

ほ
と
ん
ど
変
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
大
陸
に
起
源
し
た
文
明
社
会
の
影
響
を
受
け
て

崩
壊
す
る
ま
で
七
千
年
以
上
に
わ
た
っ
て
持
続
し
た
」
と
い
う
評
価
を
受
け
て
、「
安

定
し
た
社
会
」
が
ど
う
し
て
継
続
し
維
持
さ
れ
た
の
か
を
究
明
す
る
こ
と
を
課
題
と

し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
本
書
で
は
「
自
然
の
恵
み
に
頼
っ
て
安
定
し
た
小
さ
な
社

会
を
一
万
年
の
間
維
持
し
て
き
た
縄
文
人
社
会
」
と
「
食
料
を
生
産
し
、
変
革
を
求

め
大
き
な
社
会
を
作
ろ
う
と
し
た
」
弥
生
人
社
会
や
文
化
が
大
き
く
異
な
る
と
の
見

方
が
示
さ
れ
る
。
ま
た
、「
安
定
し
た
小
さ
な
縄
文
社
会
」
が
、
長
い
間
維
持
さ
れ

た
の
は
、
日
本
列
島
が
南
北
に
細
長
く
、
四
季
が
は
っ
き
り
と
し
て
お
り
、
自
然
界

の
食
料
な
ど
に
恵
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
縄
文
人

が
食
料
の
保
存
、
貯
蔵
法
の
開
発
に
成
功
し
て
食
料
枯
渇
期
を
克
服
し
、
安
定
し
た

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
た
と
論
じ
、
さ
ら
に
進
ん
で
、
食
料
拡
大
、
再
生
産
の
道

を
と
ら
な
か
っ
た
と
強
調
す
る
。
植
物
栽
培
に
関
し
て
、
縄
文
人
は
知
識
と
し
て
は

知
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
あ
ま
り
熱
心
で
は
な
く
、
道
具
の
改
良
も
少
な
く
、
食
料

備
蓄
で
得
た
余
力
を
土
器
作
り
、
漆
器
作
り
、
工
芸
的
製
品
、
祭
儀
器
作
り
、
祭
祀

施
設
の
造
営
な
ど
に
注
ぎ
、
ポ
ト
ラ
ッ
チ
に
よ
り
富
の
分
配
が
行
わ
れ
た
と
推
測
す

る
。

　

評
者
は
、
本
書
で
示
さ
れ
た
こ
う
し
た
「
西
田
モ
デ
ル
」
に
よ
る
縄
文
時
代
の
歴

史
観
、
文
化
観
に
は
次
の
よ
う
な
、
検
討
を
要
す
る
点
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

第
一
に
、
縄
文
と
弥
生
を
ふ
た
つ
の
文
化
、
社
会
と
し
て
分
断
し
、
両
者
の
間
の

時
間
的
推
移
、
継
続
性
、
斬
新
的
変
動
、
変
容
の
視
座
が
欠
落
、
あ
る
い
は
そ
う
し

た
観
点
を
低
く
評
価
し
て
い
る
。

　

第
二
に
、
縄
文
時
代
の
長
い
時
の
流
れ
の
中
で
、
恵
ま
れ
た
環
境
、
あ
る
い
は
自

然
の
猛
威
、
災
害
の
も
と
、
様
々
に
工
夫
に
努
め
、
発
展
、
克
服
し
、
そ
の
適
応
力
、
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知
識
や
技
術
力
、
体
系
を
蓄
積
、
高
揚
さ
せ
、
ま
た
人
、
モ
ノ
、
情
報
の
交
流
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
育
み
、
駆
使
し
、
時
に
は
劣
悪
な
環
境
を
克
服
し
、
環
境
の
保
養
力
を

最
大
限
ま
で
活
か
し
て
よ
り
豊
か
で
大
き
な
社
会
を
築
き
、
多
様
性
の
あ
る
文
化
を

営
ん
だ
と
み
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　

第
三
に
、
弥
生
時
代
の
社
会
、
文
化
の
変
動
も
一
千
年
余
り
の
時
間
の
流
れ
の
中

で
、
漸
次
、
あ
る
い
は
急
速
に
、
ま
た
加
速
的
に
発
展
を
遂
げ
た
の
で
あ
っ
て
、「
変

革
を
求
め
大
き
な
社
会
を
作
ろ
う
と
し
た
」
と
い
う
現
代
人
の
主
観
的
解
釈
は
当
た

ら
な
い
。
む
し
ろ
階
層
社
会
、
都
市
、
国
家
の
発
達
は
、
歴
史
的
発
展
の
結
果
で

あ
っ
て
、
そ
れ
を
前
提
に
社
会
、
文
化
の
変
動
、
変
化
、
時
代
的
変
遷
の
状
況
を
「
文

化
的
差
異
」
と
し
て
比
較
し
、
論
ず
る
こ
と
に
は
混
乱
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

縄
文
人
は
、
大
型
建
物
の
よ
う
な
共
同
的
な
大
型
施
設
を
構
築
し
、
環
状
列
石
の

よ
う
な
記
念
物
を
造
営
し
、
祭
り
に
も
利
用
し
た
。
祭
り
の
道
具
も
土
偶
、
石
偶
な

ど
多
彩
で
あ
る
。
石
棒
、
土
偶
な
ど
の
儀
器
類
、
漆
塗
り
の
装
身
具
、
土
器
、
弓
矢

な
ど
供
献
品
に
、
工
芸
的
な
様
々
な
加
飾
が
行
わ
れ
る
が
、
本
書
で
は
「
こ
う
し
た

工
芸
的
製
品
が
日
常
生
活
で
使
用
さ
れ
、
洗
練
さ
れ
た
文
化
を
確
立
し
て
い
る
」
こ

と
が
縄
文
文
化
の
特
色
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
縄
文
時
代
の
女
性
と
の
関
連
で
土
偶
が
取
り
あ
げ
ら
れ
る
。
土
偶
は
、
自

然
の
恵
み
を
も
た
ら
す
精
霊
の
依
代
で
、
女
性
の
守
護
神
と
し
て
女
性
に
よ
っ
て
祀

ら
れ
た
と
、「
土
偶
の
豊
穣
神
説
」
を
明
快
、
平
易
に
論
じ
て
説
得
的
で
あ
る
。
縄

文
時
代
の
食
料
事
情
を
支
え
た
植
物
性
食
料
の
採
集
は
、
主
に
女
性
が
携
わ
る
安
定

し
た
生
業
活
動
で
あ
り
、
ま
た
出
産
、
子
育
て
は
、
女
性
の
大
切
な
仕
事
で
、
縄
文

土
器
作
り
に
つ
い
て
も
、
そ
の
活
動
が
世
界
の
民
族
例
で
女
性
が
多
い
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
あ
げ
、
や
は
り
女
性
の
仕
事
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。
確
か
に
粘
土

の
採
取
、
運
搬
、
燃
料
確
保
、
成
形
、
装
飾
、
焼
成
と
い
っ
た
土
器
作
り
に
関
わ
る

一
連
の
作
業
は
、
編
み
物
な
ど
と
同
様
に
母
か
ら
娘
、
さ
ら
に
孫
へ
と
伝
え
ら
れ
る

重
要
な
技
術
体
系
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
可
能
性
は
強
い
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
前

期
、
中
期
に
盛
行
し
た
円
筒
式
土
器
や
大
木
式
系
土
器
、
火
炎
土
器
の
よ
う
な
装
飾

豊
か
な
大
型
土
器
も
、
果
た
し
て
女
性
の
み
で
製
作
、
焼
き
あ
げ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
時
期
、
地
域
に
よ
る
変
化
、
変
異
に
つ
い
て
調
査
資
料
の
多
面
的
研
究
を
試

み
、
縄
文
人
の
土
器
作
り
の
実
態
を
検
証
し
、
民
族
例
の
ひ
と
つ
と
し
て
モ
デ
ル
化

す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
ろ
う
。

　
「
世
界
の
採
集
民
か
ら
見
た
縄
文
人
」
で
は
、
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
で
の
民
族
学
的

調
査
、
研
究
に
よ
る
採
集
狩
猟
民
社
会
の
事
例
か
ら
、
サ
ケ
や
堅
果
類
を
備
蓄
し
、

定
住
生
活
を
営
ん
だ
北
西
海
岸
の
先
住
民
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
大
規

模
な
集
落
を
抱
え
、
階
層
的
不
平
等
な
社
会
を
発
達
さ
せ
、
戦
争
も
お
こ
し
た
備
蓄

型
採
集
狩
猟
民
と
は
異
な
り
、
縄
文
社
会
は
、
優
れ
た
指
導
者
は
い
て
も
不
平
等
社

会
、
戦
争
を
裏
づ
け
る
考
古
学
的
証
拠
は
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
小
さ
い
な
が
ら
安

定
し
た
社
会
を
一
万
年
余
り
維
持
し
た
と
こ
ろ
に
そ
の
特
色
が
あ
る
と
強
調
す
る
。

さ
ら
に
縄
文
人
ほ
ど
土
器
や
土
偶
、
漆
製
品
な
ど
美
術
的
に
優
れ
た
製
品
を
多
数
産

み
出
し
た
食
料
採
集
民
は
い
な
い
と
主
張
す
る
。

　

第
二
節
で
は
、
縄
文
土
器
に
つ
い
て
、
名
称
の
由
来
、
考
古
学
の
学
史
、
土
器
型

式
に
つ
い
て
の
基
本
と
な
る
考
え
方
、
そ
の
意
義
を
分
か
り
易
く
解
説
し
て
い
る
。

そ
の
な
か
で
縄
文
土
器
の
変
遷
に
つ
い
て
六
期
大
別
区
分
に
し
た
が
っ
て
、
草
創
期

の
無
文
土
器
、
隆
起
線
文
土
器
か
ら
晩
期
の
亀
ヶ
岡
式
土
器
に
到
る
型
式
推
移
が
青

森
県
内
の
豊
富
な
資
料
に
基
づ
き
簡
潔
に
纏
め
ら
れ
る
。

　

縄
文
土
器
の
解
説
に
続
く
縄
文
人
の
生
業
、
生
活
、
社
会
、
文
化
な
ど
に
つ
い
て
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の
本
書
の
記
述
は
、
極
め
て
よ
く
事
項
選
定
が
な
さ
れ
、
適
確
で
分
か
り
易
く
、
平

明
な
文
で
綴
ら
れ
て
お
り
、
構
成
も
素
晴
ら
し
い
と
評
価
し
た
い
。

　

第
三
節
で
は
、
縄
文
人
の
生
業
に
つ
い
て
、
植
物
採
集
、
狩
猟
、
漁
労
を
基
本
と

す
る
こ
と
が
、
膨
大
な
調
査
資
料
に
よ
っ
て
具
体
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
円
筒
式

土
器
期
の
縄
文
社
会
で
は
、
自
然
に
繁
茂
す
る
ク
リ
を
集
落
周
辺
で
ク
リ
林
と
し
て

管
理
す
る
よ
う
に
な
り
、
効
率
的
に
安
定
し
た
採
取
が
行
わ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ

れ
る
。
弓
猟
、
落
と
し
穴
と
わ
な
猟
に
つ
い
て
も
豊
富
な
調
査
資
料
に
よ
っ
て
詳
細

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

第
四
節
で
は
、
縄
文
人
の
生
活
ぶ
り
に
つ
い
て
、
食
べ
物
の
種
類
と
食
器
、
衣
類
、

装
身
具
の
種
類
、
生
活
用
具
、
殊
に
土
器
、
木
製
品
、
漆
塗
り
製
品
、
編
み
物
、
樹

皮
製
品
、
骨
角
製
品
と
順
次
ふ
れ
る
。
縄
文
人
の
多
様
な
道
具
の
な
か
で
も
、
八
戸

市
の
是
川
中
居
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
大
き
な
樹
皮
製
の
蓋
付
き
容
器
は
、
美
し
い
赤

漆
で
飾
っ
た
「
曲
げ
物
」
を
想
わ
せ
る
優
品
で
あ
り
、
縄
文
人
の
卓
越
し
た
工
芸
技

術
力
が
う
か
が
え
特
記
さ
れ
る
工
芸
品
と
い
え
る
。

　

第
五
節
で
は
、
縄
文
人
の
生
涯
が
、
妊
娠
と
出
産
、
子
供
か
ら
大
人
へ
、
病
と
老

化
、
そ
し
て
縄
文
人
の
死
と
再
生
へ
の
願
い
へ
と
語
ら
れ
る
。
と
く
に
葬
制
研
究
は
、

縄
文
人
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
世
界
を
考
え
る
う
え
で
、
そ
の
推
移
の
解
明
が
重
要
で
あ

る
。
草
創
期
、
早
期
に
は
す
で
に
住
居
の
傍
ら
に
埋
葬
の
た
め
の
墓
坑
が
営
ま
れ
、

早
期
中
葉
、
前
期
前
葉
に
よ
り
規
模
も
ふ
く
ら
み
、
副
葬
品
も
多
様
に
な
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

第
六
節
の
縄
文
人
の
集
落
と
交
流
で
は
、
縄
文
人
が
生
活
し
、
そ
の
複
雑
、
多
様

な
文
化
を
営
ん
だ
場
で
あ
る
集
落
を
、
取
り
あ
げ
、
そ
の
構
成
の
発
展
、
推
移
の
実

態
解
明
に
実
証
的
に
取
り
組
み
説
得
力
の
あ
る
解
釈
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
最
初
に

青
森
県
内
の
縄
文
時
代
の
遺
跡
数
や
遺
跡
か
ら
検
出
さ
れ
た
竪
穴
住
居
跡
の
数
の
変

遷
が
検
討
さ
れ
「
縄
文
時
代
の
人
口
は
安
定
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
」
こ
と
が
指

摘
さ
れ
る
。
前
に
指
摘
し
た
よ
う
に
「
小
さ
な
縄
文
集
落
、
集
団
が
一
万
年
間
、
安

定
し
た
社
会
を
営
み
続
け
た
」
の
で
は
な
く
、
縄
文
時
代
の
社
会
・
文
化
は
様
々
な

要
因
に
よ
っ
て
衰
退
と
興
隆
を
繰
り
返
し
て
複
雑
化
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

続
い
て
集
落
構
成
と
そ
の
変
遷
で
は
、
集
落
構
成
（Settlem

ent Pattern

）
の

推
移
が
取
り
あ
げ
ら
れ
、
葬
送
、
祭
祀
的
活
動
は
、
後
期
、
晩
期
ま
で
は
環
状
集
落

の
中
で
一
体
化
し
て
お
り
、
よ
り
「
日
常
的
」
で
あ
っ
た
と
い
え
る
が
、
晩
期
に
な

る
と
、
青
森
市
朝
日
山
遺
跡
の
よ
う
に
集
落
の
生
活
居
住
域
か
ら
独
立
す
る
よ
う
に

な
っ
て
「
非
日
常
」
化
し
た
葬
送
、
祭
祀
の
場
が
出
現
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
研
究
成
果
は
、
私
た
ち
が
用
い
て
い
る
基
本
的
概
念
そ
れ
自
体
が
重

要
な
研
究
課
題
で
あ
る
こ
と
を
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
。

　

縄
文
人
の
居
住
施
設
に
関
し
て
は
、
掘
立
柱
建
物
に
つ
い
て
入
念
な
検
討
が
な
さ

れ
て
い
る
。
円
筒
土
器
文
化
圏
で
は
、
中
期
中
葉
に
掘
立
柱
建
物
が
出
現
し
、
三
内

丸
山
、
三
内
丸
山
⑼
遺
跡
、
弘
前
市
独
狐
七
面
山
遺
跡
、
鰺
ヶ
沢
町
東
禿
⑵
遺
跡
、

八
戸
市
松
ヶ
崎
遺
跡
、
富
ノ
沢
⑵
遺
跡
、
三
戸
町
泉
山
遺
跡
と
、
青
森
県
に
広
く
分

布
す
る
。
円
筒
土
器
文
化
圏
の
掘
立
柱
建
物
は
、
一
間
×
二
間
の
構
造
が
主
体
で
、

太
い
柱
の
建
物
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
り
、
三
内
丸
山
遺
跡
で
は
集
落
中

央
の
南
北
盛
土
の
西
側
か
ら
一
間
×
二
間
の
掘
立
柱
建
物
が
重
複
し
て
検
出
さ
れ
て

お
り
、
総
数
は
百
棟
を
超
す
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
倉
庫
、

葬
送
儀
礼
に
係
る
施
設
と
の
考
え
方
が
あ
る
が
、
ま
だ
わ
か
ら
な
い
課
題
が
多
く
今

後
の
多
角
的
検
討
が
必
要
と
指
摘
す
る
。
大
木
式
土
文
化
圏
の
岩
手
県
奥
州
市
西
田

遺
跡
、
山
形
県
村
山
市
西
海
渕
遺
跡
の
環
状
集
落
で
は
、
墓
域
を
核
と
す
る
配
置
関
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係
か
ら
、
掘
立
柱
建
物
群
は
「
日
常
的
生
活
空
間
」
で
居
住
域
に
あ
る
と
指
摘
す
る
。

「
日
常
的
な
空
間
」
に
葬
送
、
祭
祀
儀
礼
空
間
が
な
お
未
分
化
で
あ
っ
た
集
落
構
成
が
、

晩
期
頃
ま
で
に
両
空
間
が
よ
り
隔
絶
化
す
る
と
と
も
に
、
建
物
の
機
能
が
よ
り
多
様

化
す
る
「
歴
史
的
」
展
開
を
遂
げ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三　

ま
と
め

　

最
後
に
、
青
森
県
史
通
史
編
１
の
第
一
章
狩
人
の
時
代
、
第
二
章
縄
文
の
か
が
や

き
を
通
読
し
、
評
者
の
考
え
た
と
こ
ろ
を
い
く
つ
か
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　

青
森
県
内
で
は
多
く
の
遺
跡
が
、
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
い
て
考
古
学
を
研
究
す

る
調
査
担
当
者
に
よ
っ
て
毎
年
地
道
に
発
掘
調
査
さ
れ
続
け
て
き
た
。
担
当
者
は
調

査
か
ら
多
く
を
学
び
つ
つ
、
調
査
法
を
絶
え
ず
検
討
、
工
夫
し
、
さ
ら
に
調
査
成
果

の
関
連
資
料
を
丁
寧
に
渉
猟
す
る
。
こ
う
し
た
真

で
精
力
的
な
努
力
の
積
み
重
ね

に
よ
っ
て
更
新
世
の
氷
河
時
代
末
の
約
二
万
年
前
か
ら
縄
文
時
代
終
末
の
二
千
三
百

年
前
頃
ま
で
の
、
東
北
地
方
北
部
地
域
に
お
け
る
「
歴
史
」
の
理
解
が
深
め
ら
れ
た

と
い
え
る
。
難
し
い
専
門
用
語
は
平
易
に
分
り
易
く
記
述
さ
れ
て
お
り
、
構
成
は
見

事
で
あ
る
。

　
「
考
古
学
の
研
究
者
は
、
い
つ
ま
で
調
査
し
続
け
る
の
か
」
と
い
う
パ
タ
ー
ン
化

を
目
指
す
民
族
学
、
文
化
人
類
学
の
研
究
者
か
ら
の
強
い
𠮟
責
に
対
す
る
重
要
な
答

え
を
本
書
か
ら
得
た
と
感
じ
て
い
る
。
様
々
な
破
朽
、
消
滅
の
悪
条
件
を
乗
り
越
え

て
、
遺
存
さ
れ
て
き
た
埋
蔵
文
化
財
は
有
限
で
あ
っ
て
、
社
会
、
文
化
の
「
歴
史
再

構
成
」
を
可
能
に
す
る
掛
け
替
え
の
な
い
資
料
と
い
え
る
。
遺
跡
は
、
大
、
小
、
新
、

古
、
地
域
な
ど
に
か
か
わ
り
な
く
、
様
々
な
事
象
を
抱
え
て
い
る
。
そ
れ
を
的
確
に

資
料
化
で
き
る
か
が
問
わ
れ
、
そ
の
方
法
を
提
示
す
る
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

い
え
る
。

　

第
一
章
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
「
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
・
イ
ヴ
仮
説
」
に
依
拠
し
た
ア

フ
リ
カ
大
陸
に
起
源
し
、
ベ
ー
リ
ン
グ
海
峡
を
越
え
て
ア
メ
リ
カ
大
陸
ま
で
、
新
人

が
拡
散
し
、
原
人
、
旧
人
、
そ
し
て
新
人
へ
と
進
化
を
遂
げ
た
と
す
る
「
多
元
起
源

説
」
を
排
し
た
斬
新
な
仮
説
援
用
に
つ
い
て
は
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
の
研
究
は
一
〇

年
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
人
類
学
的
研
究
は
五
、
六
年
程
の
研
究
段
階
で
あ
り
、
今
後
の
精
緻

な
研
究
の
展
開
が
期
待
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た

ア
フ
リ
カ
、
中
東
、
西
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
東
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
、
ア
メ

リ
カ
大
陸
な
ど
様
々
な
地
域
に
お
け
る
調
査
資
料
と
研
究
成
果
を
も
踏
ま
え
た
多
面

的
探
究
が
、
よ
り
精
度
の
高
い
仮
説
を
構
築
し
て
い
く
う
え
で
の
大
切
な
取
り
組
み

姿
勢
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
青
森
県
三
〇
ヶ
所
の
旧
石
器
時
代
遺
跡
の
う
ち
、

外
ヶ
浜
町
大
平
山
元
遺
跡
群
の
地
域
総
合
調
査
、
八
戸
市
田
向
冷
水
遺
跡
に
お
け
る

厚
い
火
山
灰
に
埋
没
し
た
生
活
面
の
層
位
的
、
空
間
的
調
査
、
さ
ら
に
下
北
郡
東
通

村
尻
労
安
部
洞
窟
遺
跡
の
化
石
獣
骨
と
石
器
と
の
共
伴
関
係
追
究
調
査
は
、
東
北
北

部
は
も
と
よ
り
、
日
本
列
島
の
旧
石
器
時
代
研
究
に
裨
益
す
る
重
要
な
調
査
で
あ
る
。

こ
う
し
た
積
極
的
な
調
査
が
期
待
さ
れ
る
。

　

第
二
章
で
は
、
縄
文
時
代
に
一
万
年
以
上
に
わ
た
っ
て
小
さ
な
狩
猟
採
集
民
の
社

会
が
存
続
し
た
こ
と
を
強
調
す
る
「
小
さ
な
社
会
モ
デ
ル
」
に
つ
い
て
、
青
森
県
内

の
豊
富
で
多
様
な
調
査
成
果
に
基
づ
く
入
念
な
分
析
と
再
構
成
か
ら
、
強
い
疑
念
を

抱
か
さ
れ
た
次
第
で
あ
る
。
青
森
県
は
、
十
和
田
湖
、
八
甲
田
山
、
岩
木
山
、
恐
山

と
火
山
活
動
の
活
発
な
環
境
に
あ
っ
て
縄
文
人
の
集
落
は
繰
り
返
し
壊
滅
的
状
況
に

置
か
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
過
酷
な
情
況
を
克
服
し
て
復
興
を
遂
げ
、
時
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に
は
激
変
し
た
新
た
な
環
境
に
適
応
し
、
よ
り
規
模
の
大
き
な
安
定
し
た
狩
猟
採
集

民
集
落
を
形
成
し
て
い
る
。
円
筒
土
器
文
化
圏
の
三
内
丸
山
遺
跡
に
み
ら
れ
る
大
規

模
拠
点
集
落
の
構
造
は
、
王
墓
と
大
規
模
な
共
同
墓
域
を
抱
え
た
弥
生
中
期
の
佐
賀

県
吉
野
ケ
里
遺
跡
に
遜
色
な
く
感
じ
ら
れ
る
程
の
共
同
墓
が
発
達
し
て
い
る
。
縄
文

時
代
の
三
内
丸
山
遺
跡
と
弥
生
時
代
環
濠
集
落
と
の
基
本
的
違
い
は
明
確
で
あ
る
。

王
の
支
配
す
る
階
層
社
会
の
農
耕
集
落
と
経
験
豊
か
な
優
れ
た
長
老
た
ち
の
指
導
す

る
狩
猟
・
採
集
民
社
会
の
相
違
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
そ
の
発
展
は
、
様
々

な
生
活
器
材
、
狩
猟
・
漁
労
具
類
、
装
身
具
類
、
ベ
ン
ガ
ラ
、
水
銀
朱
な
ど
の
顔
料

確
保
と
製
作
技
術
の
改
良
と
創
意
工
夫
で
あ
る
。
ま
た
同
様
な
動
向
は
、
ウ
ル
シ
の

管
理
的
育
成
、
搔
き
取
り
・
採
取
、
籠
・
木
製
品
・
弓
・
土
製
品
・
土
器
な
ど
へ
の

塗
布
技
術
に
よ
く
う
か
が
え
る
。
そ
の
卓
越
し
た
技
術
水
準
は
し
ば
し
ば
現
代
人
を

驚
か
せ
る
レ
ベ
ル
と
指
摘
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
技
術
体
系
の
到
達
点
は
、
縄
文
時
代
の
狩
猟
採
集
民
の
生
産
活
動
の
熟

練
度
の
高
さ
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
製
品
の
分
配
と
交
易
活
動
の
興
隆

は
、
縄
文
社
会
を
活
性
化
し
た
と
い
え
よ
う
。

　

最
後
に
こ
う
し
た
動
向
を
理
解
す
る
と
、
縄
文
時
代
の
狩
猟
採
集
民
文
化
は
日
本

文
化
の
基
盤
文
化
で
あ
っ
て
、
草
創
期
か
ら
晩
期
ま
で
の
一
万
年
を
超
す
変
動
の

「
歴
史
」
を
抱
え
て
お
り
、
衰
退
と
興
隆
を
繰
り
か
え
し
な
が
ら
多
様
化
と
複
雑
化

を
遂
げ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
大
陸
農
耕
文
化
、
文
明
の
影
響
の
も
と
に
弥
生
農
耕

社
会
・
文
化
へ
変
容
を
遂
げ
る
。
両
者
は
異
質
な
社
会
・
文
化
で
は
な
い
。
縄
文
時

代
か
ら
弥
生
時
代
へ
の
日
本
列
島
各
地
で
の
興
味
深
い
変
動
、
発
展
の
「
歴
史
」
が

あ
る
。
そ
し
て
弥
生
時
代
の
社
会
・
文
化
に
も
変
動
と
発
展
が
あ
り
、
大
陸
の
歴
史

の
世
界
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
。
こ
の
弥
生
文
化
・
社
会
も
ま
た
日
本
文
化
社
会
の

基
盤
文
化
・
社
会
で
あ
り
、
一
体
的
に
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

（
菊
判
、
七
八
七
頁
、
青
森
県
、
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
三
月
十
五
日
刊
行
、

本
体
価
格
三
二
〇
〇
円
＋
税
）

（
す
と
う
・
た
か
し　

東
北
大
学
名
誉
教
授
）


